
産学連携・知的財産本部から

特許出願状況について

本学の産学連携・知的財産本部に知的財産アドバイザーとして着任してから早いもので７か月が経過いた
しました。
今回は本学における特許出願の状況について、国公私立の医科大学（医科歯科大学・医科薬科大学含む）

23大学を調査し、表１にまとめてみました。
※基礎データは、「独立行政法人工業所有権情報・研修館」が提供している「特許情報プラットフォーム（J-PlatPat）」を用いて収集
しました。東京慈恵会医科大学は慈恵大学の特許数を用い、大阪医科薬科大学は大阪医科大学の特許数も含んでいます。

☆2011年から2020年の合計出願数においては、本学は
23大学中９位でした。
次に、表１の2011年の出願195件、2019年の出願223
件、2020年の出願190件について、特許文献を技術範囲
ごとに区分するための記号である【テーマコード※1：英
字２桁+数字３桁】を調べることでその年の研究のトレン
ドがわかるのではと考え、分析してみました。その結果
は左の表の通りです。表には各年のTOP５をその年の全
体に占める割合と共に記載しています。
☆企業との共同出願の群においては、コロナ禍の2020
年はコロナ前の2019年からTOP５の３つが入れ替わっ
ています。
研究者の方、心当たりありますか？
今後も独自の切り口でいろいろな分析をしていきたいと
考えています。
※１：今回は筆頭テーマコードを用いています

【表１】23大学2011-2020年の特許出願数ほか
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